
















Toxic Release Inventory (TRI) was introduced as a comprehensive toxic chemical managem-
ent method into the United States (U.S.) in 1986. Supplementing the weaknesses of the custom-
ary command and control method, TRI has been very successful in reducing certain toxic
chemicals released into the environment, encouraging voluntary reduction-activities by the
industry, and providing citizens with the information on chemicals in their communities. This
paper examines the social, political and scientific reasons that the new system was designed
and how it functions in the U.S.
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害化学物質に関する例としては、 「有害化学物質の排出・移動登録制度」 (Pollutant Release
















ていた。これには、有毒物質規制法(Toxic Substance Control Act: TSCA)、大気清浄
汰(Clean Air Act: CAA)、水清浄法(Clean Water Act: CWA)、安全飲料水法(Safe
Drinking Water Act: SDWA)、自然保全回復法(Resource Conservation and Recovery
Act: RCRA) 、 CERCLA、連邦農薬法(Federal Insecticide, Fungicide and Rodenticide
































定されたもので、 OECDの汚染者負担原則(Polluter Pays Principle: PPP)を採用して
いる。
pppとは、 OECD諸国に厳しい環境規制が導入され、産業界からこれに伴う対策費用
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(National Environmental Policy Act of 1969 : NEPA)以降に作成された大半の環境関
連法に市民訴訟各項が導入されたため、市民による訴えが法的に保障された。このことによ
り訴訟が多発し、法律改正が必要となることもしばしばであった。先に挙げた1977年のCW
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いった:)。 1986年のスーパーファンド法修正及び再授権法(Super fund Amendment and
Reauthorization Act of 1986: SARA)第三章にあたるTR Iは、この移行期の産物である。
4.1 T R　の概要
TR Iは、 1986年のSARA第三章に規定されている　SARAは、一般に「緊急対処計
画及び地域住民の知る権利法」 (The Emergency Planning and Community Right-to-Know





































































































24) Addition of Certain Chemicals ; Toxic Chemical Release Reporting ; Community Right-to-Know ; Final Rule.
Code ofFederal Regulations, Title 40, Part 372, November 30, 1994.
25) Executive Order 12856-Federal Compliance with Right-to-Know Laws and Pollution Prevention Require-
dments. Federal Register, Vol. 58, No.150, August 6, 1993.
26) Executive Order 12969-Federal Acquisition And Community Right-To-Know, Federal Register, Vol. 60, No.
154, August 10, 1995.






























28) EPA, 40 CFR Part 372.
29) USEPA, Fact Sheet On The Advance Notice of Proposed Ruler朋king (ANPR) to Expand The Community Right-
to-Know Program to Increase The Information Available to The Public On Chemical Use.くhttp://www.epa.gov
/tri/trip3fa2.htm〉. Visited April 29, 2001.
30) Executive Order 13148,"Greening the Government Through Leadership in Environmental Management,


























31) USEPA, Office of Pollution Prevention and Toxics, "Toxics: Expanding The Public's Right To Know,
Apri121,1998.
32) The White House Office of the lJice President, "Vice President Gore Announces Program To Close Gap In
Public's Right-To-Know About Potentially Harmful Chemicals," October 9, 1998.
33)後藤敏彦「中央環境審議会第14回環境保健部会における参考人意見聴取」平成10年10月23日。




36) USEPA, Environmental Data and Information : Inteγim Findings from an EPA Customer Survey (Phase III
Rゆort), Princeton Economic Research, Inc. May 12, 1998.
































38) Federal Register, July 29, 1988.
39) USEPA, Toxics Release Inventory 1999 Executive Summary, 1999.
米国の有害化学物質管理
5.おわりに
81
数々の連邦環境法の中に盛り込まれた個々の有害化学物質に対する直接規制はこれまで広
く活用されてきた。直接規制は、原因となる行為や排出物質と汚染結果の因果関係が明確な
場合、及び、汚染源への直接規制により汚染物質の排出削減に効果がある限りにおいては有
効な政策手法であった。とはいえ、 「直接規制的手法」は、 (1)化学物質のリスク評価が完全
ではないため、規制のための正確な基準値を設定することができない、 (2)科学的に物質のリ
スクが立証され、社会がそのリスクを容認しない限り規制を設置することはできない、 (3)拷
染源が複数である場合、罰則対象者を確定することが困難である、 (4)運用には多大な費用が
かかる、などの欠点が指摘されてきた。そのため、 1980年代になると対策費用を抑え、産業
の変化に柔軟に対応できる汚染予防策が導入された。同時に、企業による「自主的取組み」
や「枠組み規制」が次第に重視され、直接規制と相互補完的に活用されるようになったので
ある。
本稿では、化学物質管理・削減分野での政策の推移と枠組み規制であるTR Iに特に注目
した。 TR Iは、企業から提出された化学物質の排出や移動量に関する情報を開示するとい
う行為により、産業界による管理や排出に対する自主規制を促そうとする政策手法である。
環境NGOや市民は、開示された情報を下に企業による環境汚染行為を抑制するモニタリン
グ機能を果たす。また、市民は、自分達の地域にある化学物質やその危険情報を常に把握し
ておくことにより、不慮の事故や潜在的リスクに備えることができる0
本文でも述べたように、 TR Iに関する数々の大統領令は、市民や環境NGOの環境政策
決定過程への参加を促し、情報開示の対象範囲を徐々に拡大することに大きな役割を果たし
た。有害化学物質排出・移動データは当初から、インターネットなどの電子媒体を通して誰
にでもアクセスできるような工夫がなされていたが、環境NGOは、これらのデータをより
判り安いように加工することにより一般市民のTR I情報利用を支援してきたといえる。 1986
年に米国環境対策に導入されたTR Iは、大統領や環境NGOの支援に支えられ、包括的有
害化学物質管理・削減手法として大きな成功をおさめた。また、その実施過程は、政府、企
業、市民が相互間の信頼を取り戻し、新しい協調関係を構築するプロセスでもあったとえい
る。
